
 

 

年 月 日

マツダ、サステナブル・ファイナンス・フレームワークを策定
―国内の自動車会社として初めて経済産業省クライメート・イノベーション・ファイナンス推進事業に採択―

マツダ株式会社（以下、マツダ）は、サステナビリティに関する取り組みを推進するため、資金調達の枠組み

として「サステナブル・ファイナンス・フレームワーク」 （以下、本フレームワーク）を策定しました。本フレームワ

ークは、経済産業省の「『トランジション・ファイナンス』 に関する自動車分野における技術ロードマップ」 を

活用しており、国内の自動車会社として初めて 、経済産業省クライメート・イノベーション・ファイナンス推進事

業 の対象として採択されました。

マツダは、 経営方針における主要取り組みの一環として、 年のサプライチェーン全体におけるカ

ーボンニュートラル（以下、 ）実現に向けた取り組み、電動化戦略、安全・安心なクルマ社会の実現への貢献

などを掲げています。本フレームワークで調達した資金は、グローバル自社工場の 、バッテリー やプラグ

インハイブリッド車などの開発・製造、先進安全技術・高度運転支援技術の開発・製造などに活用される予定で

す。本フレームワークの活用を通じ、持続可能な社会に貢献するため、企業としての持続的な成長を目指すとと

もに、さまざまな社会課題の解決に向けた取り組みを推進・強化していきます。

本フレームワークの策定にあたっては、第三者評価機関である株式会社日本格付研究所（ ）より、国際資

本市場協会（ ） が定める「クライメート・トランジション・ファイナンス・ハンドブック（ ） 」 をは

じめとした各種原則・ガイドライン等に適合しているとの第三者意見を取得しています。また、ストラクチャリン

グ・エージェント として 日興証券株式会社、株式会社三井住友銀行の支援を受けています。

マツダは、今後も「ひと中心」の価値観のもと「走る歓び」を進化させ続け、お客さまの日常に移動体験の感動

を創造し、「生きる歓び」をお届けしていくことを目指していきます。

本フレームワークの詳細および第三者意見については、以下をご参照ください。

 本フレームワークの詳細 マツダ・サステナブル・ファイナンス・フレームワーク

 第三者意見 日本格付研究所（ ）セカンド・パーティー・オピニオン

サステナブル・ファイナンス（ローンや社債）での資金調達に先立ち、参照するべき国内外の原則や指針等で定められた要件
に基づき、資金調達者が定める方針および枠組み。
長期的な戦略に基づいて、着実な低炭素化を実現する「移行（トランジション）」を進める企業に対し、資金を供給する新しい
金融手法。

産業の 年カーボンニュートラル実現に向けた具体的な移行の方向性を示すため、経済産業省が策定し
た、経済産業分野におけるトランジション・ファイナンス推進のための技術ロードマップ。自動車分野におけるロードマップは、
経済産業省のウェブサイト（下記 ）をご参照。

年 月 日現在。経済産業省の公表を基にマツダ調べ。
トランジション・ファイナンスの普及のため、指定審査委員会によって適合性が認められたトランジション・ファイナンスでの資
金調達に際し、第三者評価を行う指定外部評価機関に対して補助金を交付する事業。
詳細は経済産業省より執行業務を受託した、一般社団法人低炭素投資促進機構のウェブサイト（下記 ）をご参照。

トランジション・ファイナンス実行時に参照可能な、慣行や行動、開示についての明確なガイダンスと一般的な期待事項を示
したハンドブック。
サステナブル・ファイナンスのフレームワークの策定および第三者評価取得のための助言等を通じて、サステナブル・ファイ
ナンスの支援を行う者。

https://www.mazda.com/globalassets/ja/assets/investors/library/sustainable_finance/files/framework_240126_j.pdf
https://www.mazda.com/globalassets/ja/assets/investors/library/sustainable_finance/files/second_party_opinion_240126_j.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2022/03/20230330005/20230330005.html
https://www.teitanso.or.jp/cif2/


【本フレームワークの概要】

◼ 本フレームワークに基づく資金調達手法

資金使途特定型 

トランジション・ファイナンス 
グリーン トランジション適格事業のみを資金使途

とするファイナンス 

グリーン・ファイナンス 
グリーン トランジション適格事業のうち、適格クラ

イテリア 、 のみを資金使途とするファイナンス 

ソーシャル・ファイナンス 
ソーシャル適格事業のみを資金使途とするファイ

ナンス 

サステナビリティ・ファイナン

ス 

グリーン トランジション適格事業のうち、適格クラ

イテリア 、 、およびソーシャル適格事業を資金

使途とするファイナンス 

資金使途不特定型 

トランジション・リンク・ボンド

トランジション・リンク・ローン

（以下、総称して「トランジショ

ン・リンク・ファイナンス」） 

KPIs および SPTs の設定 

◼ 資金使途特定型における資金使途候補

資金使途特定型のサステナブル・ファイナンスで調達した資金を、適格クライテリアのいずれかに該当する

新規または既存の事業に充当します。

 視点でクルマの 排出量を削減（トランジション グリーン適格事業）

グリーンカテゴリー 適格クライテリア 事業概要

クリーンな運輸  バッテリー電気自

動 車 （ 以 下 、

「 」 ）の開発・

生産

⚫ の車両の開発・製造に関する研究開発費、設備投

資および製造原価

⚫ バッテリー等の の構成部品の開発・製造に関する

研究開発費、設備投資および購入費用

 マルチソリューシ

ョンによる 排

出量の削減

⚫ プラグインハイブリッド車（以下、「 」）およびハイ

ブリッド車（以下、「 」）の車両の開発・製造に関する

研究開発費、設備投資および製造原価

⚫ および の構成部品の開発・製造に関する研

究開発費、設備投資および購入費用

⚫ 燃料（次世代バイオ燃料、合成燃料等）の開発に関

する研究開発費



自社工場の 化（トランジション グリーン適格事業）

グリーンカテゴリー 適格クライテリア 事業概要

再生可能エネルギ

ー

 工場内発電の脱

炭素化

⚫ 本社工場内発電設備の石炭からアンモニア専焼へ燃

料転換を含む発電設備の ゼロエミッション化と、製

造設備、製造工程の 化に向けた研究開発費および

設備投資

⚫ 太陽光発電等の再生可能エネルギー発電への投資

 再生可能エネル

ギーの調達

⚫ 地域と連携したコーポレート （

）の活用を含めた再生可能エネルギー由来

の電力等を外部から購入する際の調達支出

エネルギー効率  自動車製造工程

におけるエネル

ギー効率の改善

年にグローバル自社工場での 実現、および

年度に当社単体での 排出量を 年度比

で 削減する目標に資する以下の投資

⚫ 生産性改善および業務効率化（生産性向上、品質改

善、原価低減、シミュレーション検証等）

⚫ 設備の高効率化（照明の 化、モータ駆動設備への

インバーター制御導入、空調設備の高効率化等）

⚫ 技術革新（塗装吹付塗着効率の向上、熱処理炉の低温

化等）

安全・安心なクルマ社会の実現（ソーシャル適格事業）

ソーシャルカテゴリー 適格クライテリア 事業概要

必要不可欠なサー

ビスへのアクセス

 先進安全技術

高度運転支援技

術

⚫ 先進安全技術「 」（アイ・アクティブセン

ス）等の開発・製造に関する投資およびその他関連支

出（研究開発費を含む）

⚫ 「 （マツダ・コ・パイロッ

ト・コンセプト）」に基づく高度運転支援技術等の開発・

製造に関する投資およびその他関連支出（研究開発費

を含む）

◼ 資金使途不特定型における および サステナビリティ・パフォーマンス・ターゲット

トランジション・リンク・ファイナンスの実行において、以下の および を設定します。

．グローバルにおける 販売比率 年度に 以上

．グローバル自社工場からの （温室効果

ガス）排出量

年度に 達成


